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事　件 9歳時 天然痘 結　婚 タシュロン 、出産後 　　一c塔@ニャ 死の直前
との恋愛 ック時代
顔　色 白　色 褐　色 灰　色 白　色 黄　色 冴えない色 白　色
体つき 優雅な曲線 優　雅 痩せる ぽってりした 痩せ細る 痩せ細る
S6mes●SlnueUX oSlnueUXanguleuxbossu6 anguleUXanguleuxclair
clair sombresombreClair sombredemi・clair
心　的 純粋無垢 失　望 官能の喜び 絶　望 精神の 平和な安ら
















































































































































































































































































































































































































































　　ASPECqAITS FORME COLORIS SUBSTANCE
Cheveux miniers　de　bouclesblondes ruisselant　en　cascades















S6mes Sinuosit6 αart6 Fluidit6
montagnes　et　la　terre．　Il　s’y　trouve　des　baumes　pour　toutes　les　crises　de　la　vie．　Ce　lieu　garde
le　secret　des　douleurs，　il　les　console，1es　amoindrit，　et　jette　dans　l’amour　je　ne　sais　quoi　de　grave，
de　recueille，　qui　rend　la　passion　plus　profonde，　plus　pure．　Un　baiser　s’y　agrandit．　Mais　c’est
surtout　le　lac　des　souvenirs；il　les　favorise　en　leur　donnant　la　teinte　de　ses　ondes，　miroir　o血tout
vient　se　r6f16chir．》（X，　pp．269－270）
15）　C．G．ユング『ユングの象徴論』野村美紀子訳，思索社，1981，　p．159．
16）　バシュラール『水と夢』，p．247。
17）　Balzac，（翫θ㎎s　oo吻♂δ蜘Club　de　I’Honnete　home，1956，　t。21，　p．282．
18）　エーリッヒ・ノイマン『女性の深層』松代洋一，鎌田輝男訳，紀伊国屋書店，1980，p．12参照。
19）　ここで問題にしている「感情機能」とは，ユングの使う四つの心理機能（思考，感情，感覚，直
観）の「感情」のことである。感情は思考と対立関係にある。普通人間は四つの機能のうち，どれ
か一つを素質としてもっており，それを発達させる。それと反対の機能は無意識の領域に沈められ
ている。ヴェロニックにおいては，素質としての「感情」を伸ばしながら，思考機能を発達させて
いくのが望ましい。
20）　ユングの用語：女性における男性像のことで，外部世界の男性及び女性自身の内に働いている男
性原理をさす。エンマ・ユングはアニムスを（1）力（2）行為（3）言葉（4）意味の四段階に分けている。（1）は
肉体の力強さ，（2）は勇ましい行為，（3）（4）は知的なロゴス原理を表わす。タシュロンは，最も程度の
低い（1）の段階にある。
21）　ユング『ユングの象徴論』，p．82．
22）　乃鼠
23）　　1わゴo乙，p。183．
24）　註19）で解説した心理機能のうち，ユングは最も発達分化させたものを「上位機能」，逆に意識下
に抑圧され，未発達の機能を「劣等機能」と呼んでいる。
25）　　Balzac，ムθ琵紹sδル勉畝z〃z61五zηs々α，1es　Bibliophiles　de　l’Originale，1967，　t．1，p．614．
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